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ル・プログラミング」 含むＩＭＦの経済学につ て 分析が示され 。
　なお、本書出版後の二〇〇八年末
以降、世界的な景気後退に伴ってＩＭＦの機能強化と改革が、再び国際的に注目されるようになった。そして、いくつかの重要な変化も既に起こっている。最も大きな変化は、ＦＣＬ（弾力的信用枠）と呼ばれる新
型融資制度が創設されたことだ（二〇〇九年三月） 。これは、マクロ経済の健全性など一定の条件を満たした国が、万一、危機に陥っ 際にＩＭＦから融資を受ける権利を得ておくという制度だ。融資が実施る際には、他の融資制度とは異なりコンディショナリティ（融資条件）は一切ないという点が大きな特徴である。また、従来からの融資制度についても、ＩＭＦへの出資額に基づいて決められる融資額の上限が二倍に引き上げられた（二〇〇九年三月） 。この他に 加盟国からＩＭＦへの出資額を三倍に増やすこ についての国際的合意ができ どの進展があった（二〇〇九年五月のＧ
20） 。
　筆者は本書序章において、 「日本
はＩＭＦに対して大きな影響力持っている」が、 「そ 影響力を行使しようとする意志に欠けている」という批判を行った。 かし、前述したように、その後のＩＭＦ改革ほとんどは、二〇〇八年一〇月以降に日本政府が提案した内容に沿って起こった。これには、日本政府がＩＭＦ増資が実現するまでの当面の措置として一〇〇〇億ドルの融資 申し出るなどの積極的な働きかけが功を奏した。筆者にとっては「嬉 い誤算」と言わざるを得ず、先の批判は喜んで撤回したい。
（くにむね 　こうぞう／アジア経済研究所開発研究センター）
